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　　　　　　　　       　　発行日・２００７年４月９日

発行者・有志稲門会[Ｐ１２５]　 

　　 　　　会長　亀井禧精（昭３７政経）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	Ｐ１２５・創立１２５周年記念祝賀行動“長崎―早稲田大学１２５０キロウォークリレー”

	編集責任者　山口志朗（昭37政経）e-mail:shiro.y@wave.plala.or.jp fax/phone:03-5398-4060
　郵便番号179-0084　東京都練馬区氷川台2-7-27-210

	阪神で歓迎続く
「長崎―早稲田１２５０キロウォークリレー」は、４月1日関西地区に入った。桜花繚乱の各都市で多数の校友が参加したウォーキングと激励会が行われた後、１週間後の８日京都から東海道を滋賀県草津市に向かった。兵庫、大阪、京都の校友会組織とＯＢたちが、このウォークリレーを通して示した母校早稲田への祝意と愛校心は永く早大史に記憶されるだろう。なお全行程の完歩を目指す３人組の長崎からの実質歩行距離は４月７日現在８５０キロを越え、日数は４５日を経過した。


	大阪　＊＊　大阪　――　高槻　＊＊　



　　　
　　　　　　　
兵　庫　＊＊　神戸　――　宝塚　＊＊

兵　庫　＊＊　加古川　―　三宮　―　明石　＊＊


―――傷害保険のお知らせ 集合場所にて掛金を預ります
預り額100円/1区間(うち保険掛金50円/1人・1日＋大学へ記念寄付50円*)

保険金額

	死亡・後遺症傷害
	入　院（1日当り）
	通　院（1日当り）

	400万円
	1万円
	5千円

	契約期間　2007年2月18日～5月12日

ただし補償はその日のウォーキング出発から到着までのウォーキング中を対象とします
*大学への寄付は経費を差し引くことなくその全額をもって引き渡すものです


連絡・お問い合わせは　東京・山口志朗が情報センターとなります
（電話/fax03-5398-4060 ・mobile 090-4417-8714）　mail:  shiro.y@wave.plala.or.jp
◆別途企画＝2007年秋の首都圏125キロウォーク実現のために準備中
　


創立１２５周年記念ウォークリレーの皆さま方を


お迎えして（祝いの言葉）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　


早稲田大学創立１２５周年記念事業の一環として実施されている、祝


賀行動１２５０キロウォークの皆様方のお元気な姿を、ここ大阪にお迎


えすることができて、まことに喜びにたえません。


　二月十八日に長崎を出発され、大阪までの約６００キロに近い道程を踏


破されたことは、参加諸兄の健康と強い行動力の賜ものであると心から


感銘いたしますと共に、長崎県を始め通過されて来られた西日本各県の


　早稲田大学校友会の校友の方々の、暖かなご支援に対しましても敬意を


表する次第であります。


　　長崎から東京の早稲田大学までの約１２５０キロをウォークリレーす


るという記念事業の発想された事自体が、今日、鉄道や飛行機を使えば


数時間で往来できる時代であるだけに、大変ユニークであると同時に、


現在の国の在り方として求められている「地方の時代」に資するもので


はないかと考えています。またこの事業主催であります有志稲門会


「１２５周年記念ウォークリレーの会」に対しましても、早稲田カラー


の発揚と感服する次第であります。


　　四月六日の午前８時には、到着されました此処・早稲田の森をスター


トされ、約２４キロの大阪府域を歩かれるのでありますが、この道中は


淀川という京都と大阪を結ぶ、極言すれば日本文化の源流ともいえる地


域でもあります。そういう事実も心に留めて歩いて頂ければ幸いです。


この行程も皆さま方にとってはまだまだ道半ばではあります。残りの約


６００キロをお元気で踏破されて、早稲田創立記念事業としてのウォー


クリレーを、見事に完了されますことを祈念して、歓迎の言葉といたし


ます。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪早稲田倶楽部　高野泰明　　　　








トピックス　





大阪城早稲田の森・・・約４０年前、当時の中馬大阪市長（校友）の「大阪を緑化したい」との言葉を受け、府下在住校友が寄付金を集め、戦禍で荒れ果てていた大阪城内の市有地に植樹したもの。昨年(０６年)１００万円を募金し、剪定、草刈などの手入れをした。これを真似て関西学院ＯＢが最近同城内に「関学の森」を作った。大阪府堺市、仙台にも同名の森があり、地球環境保全を目指す。早大の一つシンボルとして注目される。来阪の折りはぜひ見学を。





4番目のウォーカー・・・１２５０ウォークリレーで完歩を目指す３人組に次いで、距離を歩いている人は、九州出身の末松千春氏。大会社の要職にある人だが、休日ごとに参加し、これまでに佐賀県、福岡県、山口県、滋賀県のコースを歩いてきた。今後も岐阜、長野、東京などのウォークに参加する予定で、歩行距離は最終的に３００キロを越えるとみられる。











大阪早稲田倶楽部　ウォークを強力支援





西日本最大の校友会組織、大阪早稲田倶楽部（高野泰明会長・横山昌弘理事長）のウォークリレー受け入れ行事は、このプロジェクトの中盤を盛り上げる多彩かつ盛大なものとなった。


　6日午後５時半兵庫県宝塚市からウォークリレー一行が大阪中央区にある大阪城「早稲田の森」に到着すると、待ち受けていた大阪ＯＢたちが野外のプチ歓迎会を開いた。そこは約４０年前に大阪のＯＢたちが植樹し、その木々が成長した広大な緑の広場。折からの春雨に濡れながら、八分咲きの桜樹を囲んで、参加者全員（約４０名）で乾杯した。


ついで円陣を組み老アスリート松田三郎会員のリードで「都の西北」を斉唱。花見に来ていた浪花っ子の足をとめ「フレーフレーワセダ」の声が暮れなずむ大阪城天守閣に消えていった。





理事が次々と激励の弁





また午後７時からは、大阪城東詰にある「アビオ大阪」で、早稲田倶楽部全理事が出席してウォークリレー懇親会が開かれた。まず横山理事長の乾杯とウォーク隊歓迎の言葉で始まった。同理事長は２００１年以降不動の姿勢で「Ｐ125　」計画を支持され、大阪の校友を一本にまとめるのに優れたリーダーシップを発揮された方だ。次に高野会長が、早稲田の森の歴史から早大による環境問題への取り組みの必要性を強調された後、次ページのような感動的なあいさつをされた。さらに全理事が交替して激励の言葉を述べ、ウォーク隊員らと夜の更けるまで交流が続いた。


中司枚方市長を訪問





　大阪早稲田倶楽部は６日午前８時、大阪城早稲田の森広場で出発式を行い、森本充威幹事長、田尾秀寛ウォーク隊長を中心に、校友１３人が淀川左岸沿いの１号線を京都方面に向かった。途中守口市役所で、校友生島けいじ市議の紹介による村上副市長らの歓迎を受ける。また枚方では京都での重要会議から急遽かけつけた、校友中司宏市長の暖かいもてなしを受けた。この後、７０代とは思えない若さの横山昌弘理事長を先頭に、春疾風吹く枚方大橋を渡り、夕刻ゴールの高槻市役所に着いた。











絆固い相撲部人脈


ウォーｌク部隊は４月１日、加古川～明石間を歩いた。その前日の３月３１日夜、加古川市で東播磨稲門会の盛大な歓迎を受けた。集まった人たちは、幹事長田城一也氏を含め１５名。久しぶりの大パーティーとなった。中には、つい最近まで高砂市長を２期務められた田村広一氏の巨体も見える。同氏（全高砂市長）は早大相撲部の出身である。ここまで東播磨稲門会が盛り上がったのも、同じ相撲部出身の柳谷姫路稲門会会長の呼びかけに、高砂の田村氏がア・ウンの呼吸で応じ、東播磨校友に広く呼びかけたためである。相撲部の関係では、姫路の柳谷氏、高井貴雄氏、高砂の田村氏と続いて、先輩後輩の見事な連携プレイが際立つのである。


　


4歳児元気に参加


４月２日、明石～三宮間は、神戸早稲田倶楽部１１名が参加して、原田和人会長をリーダーに、春の海がたゆとう舞子、垂水、須磨の海岸を歩いた。当年４歳の檀特龍樹クンも加わって賑やかである。前夜、明石の鉄板焼きを経営される古志英明氏の店で馳走にあずかった。その古志氏の姿も見える。長崎稲門会の石川泰啓氏も遠路再び駆けつけてくれた。大感激である。


　明石の標準子午線標柱、柿本人麻呂神社をまわった。三宮メリケン波止場の震災記念ガレキ跡には心を痛めた。


　　　　　　





　　


　　　　　　


　











阪神間校友の中心“宝塚稲門会”文化活動に注力





　早大校友会兵庫県支部は、４月３日午前９時、神戸市役所花時計前で「通行手形｣などを引き渡す出発式を行った。この後神戸チームからバトンを引き継いだ宝塚稲門会の校友ら２３人が、リーダー関根武雄会員の先導で「サクラサク」阪神間の住宅街を行進し、７時間かけて宝塚市に入った。夙川土堤の染井よしのは八分咲きであった。


　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・


　同日午後６時から、宝塚稲門会(冨永侃会長)は会員１６人を宝塚ホテルに集めて、盛大な歓迎会を開いた。緑と歌の町宝塚市は、人口２０万人。積極的な街づくり政策が功を奏し、最近人口流入が著しく、阪神間の新中核都市としてクローズアップされている。この市勢を受けて、わがワセダ校友も、この町に阪神間唯一の稲門会を結成したという。


三好信行幹事長のもと、町の特色を活かした、コーラス、座禅、ウォーキングなど文化活動が盛んに行われるユニークな稲門会組織。冨永会長の心温まる挨拶の後、ウォーク隊と会員たちのおだやかな交流が夜遅くまで続いた。


宝塚稲門会は５日午前８時宝塚市役所前市民公園で、坂上善秀市長が出席し、出発式を行った。同市長は稲門ではないが、早朝を押して式に出席いただき、１２５０キロウォークリレーの壮行を讃えるとともに、宝塚市と早大との緊密な提携を要請した。


この後、宝塚校友を中心に、大阪早稲田倶楽部や、尼崎竹林会のＯＢらが参加したウォーク隊２７人は、西回り、東回りの２ルートに分かれ大阪市に向かった。








◆別途企画＝2007年秋の首都圏125キロウォーク実現のために準備中
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